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士曽ブヱこし、－コ＝、ノミンフコ!

～自然環境にも変化が～

知床半島のエゾシカは．ｉ闇加の傾向にある。かれば減少する恐れがある。

毎年．春と秋に実施されているスポツトライ次にエゾシカ個体数の合後の動向予測は

トセンサスによれば狩猟や有害皿除ｽﾞf行わ国立公園柱との禁猟区瞳乙は増加率の低下

れない地区（国立公園が大半を占めている）は会のところみられていない。また．餌資

では．有害駆除や狩猟が行っている地区に比源については知床岬．岩尾剛．日鯉なとの

べここ数年生息数が贈えている。海岸．河岸斜面などの越冬地で．シカの好

この結果から．狩猟等はエゾシカの個体数む高茎草本の竃週．ササ丈低下，ニレ葱と

抑制から見るとかなり効果的ごあるが．生息の広葉樹の樹皮食いによる枯死といった植

数の横ばいの地区ご睡含以上の狩猟圧かか生の変化がみられる。－万ではここ数年．

当趨子の小形化

春先の自然死亡

率の上昇など．

個体数が貯留の

限界を暗示させ

る現象も確露さ

れている。

エゾシカはも

ともと周囲の瑁

境（餌，越冬国

境．気象条件な

ど）の良否によ

って，急激芯鬮

域を綴りかえす

傾向があり．こ

れらの瑁境悪化

により急激な減

少が超きる可憧

性も捨てきれな

い。今後とも生

息頭敷の噌減と

それかおよぼす

自然田境の変化

については観察

を続けていく必

要がある。

唖

雪雪０つ棗乗ってこてすて＝＝！
エゾシカの生旦助向（秋期スポプトライトセンサスの随二）
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釘鳳および有害

國賎がおニなわ

れていはい地区知床森林センターが主催する「

第13回森とのふれあい」は．２月

23日（日）に実施しましだ。

唱所は斜里町市街地の北側にあ

って．オホーツク海に沿って長く

延びている国有林です。

前日まこの吹雪は朝にはおさま

り．風のないおだやかな天気と怠

りましだ。

鯵加者８名はすべて地元斜里（

しやり）町民です。うち６名が女

性乙．そのほとんどがスキーと森
の中を歩くのは初めての体験とい

う方々です。

斜里町博物館で準inをととのえ

て出発しましだ。
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有百四隙のみお

こなわれている

地区

狩副と何百囮醸

がお二荘⑰純て

いる燗区
8８８９９０９１９２９３９４９５９６ 

年度

などの脱明があり．熱心に聞き入っていまし

だ。

まだキタキツネ・エゾリスの足あとや．新

雪をふんわり枝にのせて静かにだたすむ森．
やわらかく光る深い雪のコース葱とに．みな

さんはすっかり魅せられだようで歓声をあけ
ていました。

当日は好天に恵まれて．４キロあまりを２

時間程度かかつ庭イベントは無寧盤了しまし
だ｡

町の公園グランドを通過し国有林に入り

ました｡イペントコースは針葉樹や広葉樹
の林を通ります｡地形は入りくんで平坦．

傾斜と変化にとんでいます。下り冠は実力

以上（？）を発揮し転ぶ人もおりました。

そのだびに励ましの窟と笑いが森にひびき

ましだ。

コースを進みながら所どころでだちどま

り●森林インストラクターから森のこと．

樹木のこと．６０年前に植えられだ人工林

巳●
P■ 


